
特集 中･小形コンピュータ,オフィスプロセッサ

VOS K第4世代言語"EAGLE/4GL”
VOS K4thGenerationLanguage"EAGLE/4GL”

今までのシステム開発は,COBOL,PL/Ⅰなどの第3世代言語や,EAGLE

(EffectiveApproachtoAchievingHighLevelSoftwareProductivity)など

のシステム開発支援ソフトウェアによって行ってきた｡しかし,これらの多く

は言語知識が必要であったり,システムや他ソフトウェアとのインタフェース

を意識する必要があったため,信頼性や生産性がいま一歩伸びていなかった｡

この問題を解決するため,プログラム設計から運用,保守までを一貫して行え

る第4世代言語EAGLE/4GL(EAGLE/4th Generation Language)を開発し

た｡

EAGLE/4GLは,画面に従って目的プログラムの情報を入力あるいは選択す

ることで,実行形式プログラムが作成できる特長を持ち,コンピュータの専門

知識を持たない実務担当部門でも容易に使いこなせるソフトウェアである｡

n 緒 言

急激な情報化社会への進展に伴い,コンピュータシステム

が企業活動のかなめを占めるに至り,各企業ではこれらのコ

ンピュータシステムを,いかに効率よく開発･保守していく

かが重要な課題となっている｡しかも,エンドユーザーから

のコンピュータシステムに対するニーズが多様化し,またシ

ステム自身も大規模化･複雑化してきている1)｡

これらの問題に対処するために,最近,システム開発の生

産性や信頼性向上を目的とする総合的なシステム開発支援ソ

フトウェアが各種提供されてきている｡しかし,それらの多

くはCOBOLやPL/Ⅰ言語の専門知識が必要不可欠であったり,

保守効率が期待ほど上がっていないなどの問題点があり,生

産性がいま一歩伸びていないのが現状である｡

日立製作所では,これらの問題を解決するために,言語を

既存のCOBOL(PL/Ⅰ)レベルにとどめずに,より高レベルな

ユーザーインタフェースを持つ言語として,第4世代言語

EAGLE/4GL(Effective Approach to Acbieving High

LevelSoftwareProductivity/4thGenerationLanguage)を

開発した2)｡

EAGLE/4GLは,HITAC M-620/M-630/M-640システム

で稼動するオペレーティングシステムVOS K(Virtual-StOrage
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OperatingSystemKindness)のもとで利用できる｡VOS K

は,コンピュータの専門知識を持たなくても容易に使いこな

せることを目ざしたシステムであり,基本機能としてRDB(リ

レーショナル形データベース)を具備し,そのRDB機能を前提

として開発されたEAGLE/4GLを提供している｡

一般的に,第4世代言語は次のように定義されている｡

(1)ユーザーフレンドリーであること｡

(2)専門家でないプログラマにも結果が得られること｡

(3)COBOL(第3世代言語)の去の命令数で結果が得られるこ
と(手続き形)｡

(4)データベースシステムを直接利用できること｡

(5)プロトタイプを手早く作成し,変更することができるこ

と｡

(6)一般的ユーザーが2日間の学習で一応使えるようになる

こと｡

(7)COBOLの志以下の期間で結果が得られること,など｡
EAGLE/4GLは,これらの要件を満たす情報処理部門向け

開発支援システムの第4世代言語である｡

本論文では,EAGLE/4GLの開発方針,特長および代表的

な機能について説明する｡

*

日立製作所ソフトウェア1二場
**

日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社
***

日立製作所情報システム工場

39



1120 日立評論 VOL.了INo.11(19朗-1り

8 EAGLE/4GLの概要

2.1EAGJE/4GLの開発方針

第4世代言語は,非定形的な業務を利用部門で直接作成す

るための簡易言語と呼ばれるものから,コンピュータの専門

家(情報処理部門)が基幹業務を開発するための高生産性言語

と呼ばれるものまであるが,EAGLE/4GLは後者の基幹業務

開発用の高生産性言語として開発された｡

2.2 EAGLE/4GLの特長

EAGLE/4GLには大きく次の4点の特長がある｡

(1)対話処理によるシステム開発

EAGLE/4GLは,VOS Kの対話処理環境下でシステム設計

から運用･保守までの各作業を一貫して支援する｡業務画面

は,図1に示すように日本語メニューであり,ガイダンスや

EAGLE/4GLからのメッセージも日本語で表示されるので,

初心者でも容易に使用できる｡

(2)プロトタイピングによる画面･帳票定義

図2に示すように,画面･帳票イメージを画面上で,ラフ

スケッチ定義することにより,直ちに確認画面を表示するプ

ロトタイピング技法を採用している｡これにより,システム

設計の段階で最終的な画面･帳票様式,大きさ,色などの詳

細な仕様確認が可能であるため,早期に出力フォーマットを

確定することができ,システム設計工程での生産性が大幅に

向上する｡

(3)処理のパターン化･日本語プログラミング

EAGLE/4GLでは,図3に示すようにコンピュータ業務処

JOFMOO 事*◆●書*一事事EAGLE/4GL 基本メニュー 一書*♯書事*書書,群

メニュー項目の選択==〉()

く概易仕様定義>

1.自動作表

くシステム設計>

ユ1.DB･ファイル定義

12.画面定義

13,噸票定義

14.バッチ帳票定義

<処理構成定義>

21.対話

22.バッチ フ7イル

作成･更新

23ノ1ッチ マッチング

<編集>

31.処理仕様書編集

仕様書名またはファイル名==〉(

<軒訳>

41.載訳

<運用･保守>

91.仕様書印刷

92.♯

93.書

注:略語説明 EAGJE/4G+(EffectiveApproachloAchievingHighJevel

Softv伯reProduc仙ty/4thGeneratio[+anguage)

DB(Data Base)

区= EAGLE/4GLの業務選択メニュー 目的業務の番号を選択する

ことで業務を開始できる｡
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レイアウト定義
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図2 プロトタイピングによる画面･帳票定義 画面,帳票の入

出力項目を選択するだけでプログラムが自動生成され,イメージをその

場で確認できる｡

理のパターンを,

(a)対話パターン

(b)ファイル作成･更新パターン(バッチ)

(C)マッチングパターン(バッチ)

の3種類に集約した｡このパターンと一致する業務処理につ

いては,基本アルゴリズムを考える必要がなく,対話形式で

空きを埋めていくだけでプログラミングができるため,プロ

グラム作成工程での生産性が飛躍的に向上する｡

また,図4に示すように,プログラムの入出力仕様書名(フ

ァイル,画面,帳票)などを指定するだけで,EAGLE/4GLが

処理仕様書(EAGLE/4GLのソースプログラム)を自動生成す

る｡ユーザーはこの自動生成(初期生成)された処理仕様書を

編集して処理仕様書を完成させていけばよい｡

さらに,自動生成される基本ロジックにきめ細かな処理記

述の追加が必要な場ノ合のために,各種の処理記述文や関数を

サポートしている｡これらの処理記述文や関数,およびデー

タ項目名称には日本語が使用できる｡

(4)簡易仕様定義(自動作表)機能による業務仕様自動生成

帳票を出力するプログラムの開発に有効な機能であり,入

出力構成および帳票の形,項目情報を選択するだけで,帳票

出力のプログラムを自動生成できる｡

田 EAGJE/4G+の機能

EAGLE/4GLでの開発方法には,通常の手順での方法と,

簡易仕様定義(自動作表)機能を使った方法(簡単な帳票を出力

するフロログラムを作成する場合)のことおりがある｡本章では,
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図3 EAGLE/4GLの処理パターン 対話■パターン,バッチ2パターンでプログラムが組める0
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図4 処理仕様書 プログラム入出力情報を指定し,処理仕様書を

自動生成する｡データ項目の名称や処‡里の指示(文)に日本語が使える｡

この流れの順にEAGLE/4GLの機能について説明する｡

3.1通常の開発

次の機能を利用して,実行形式プログラムを作成する｡

(1)データベース,ファイル定義

データベース,ファイルおよびレコードを定義する｡定義

する内容には,フィールド名,フィールドの属性,インデク

ス情報,ファイル編成,排他制御区分などがある｡定義した

情報はファイル仕様書として登壕される｡

(2)画面定義

作成するプログラムで使用する画面の様式を定義する｡文

字やデータ出力位置のレイアウトや属性およびけい線などが

画面上でラフスケッチしながら簡単に定義できる｡プロトタ

イピング技法の採用により,定義した内容をテスト表示して

確認できる｡また,定義画面とテスト表示画面を分割表示で

きるので,出力画面を確認しながら定義することもできる0

定義した情報は画面仕様書として登録される｡

(3)帳票定義

対話プログラムで使用する出力帳票(ワークステーションプ

リンタ用)の様式を定義する｡帳票のサイズ,印刷形式,文字

やデータ出力位置のレイアウトや属性,けい線などが簡単に

定義できる｡プロトタイピング技法による定義方法は画面と

同様である｡定義した情報は帳票仕様書として登録される｡

(4)バッチ帳票定義

バッチプログラムで使用する出力帳票(センタプリンタ用)

の様式を定義する｡定義する内容には,帳票のサイズ,印刷

形式,文字やデ+タ出力位置,行種別(見出し行,明細行,合

計行)などがある｡定義した情報はバッチ帳票仕様書として登

録される｡

(5)処理構成定義

EAGLE/4GLの処理パターンには,対話処理用で一つ,バ

ッチ処理用で二つの計三つのパターンがある｡処理構成定義

では作成する処理に合うパターンを選択し,必要な入出力仕

様書名(ファイル,画面,帳票)などを指定して処理の構成を

定義する｡定義した情報は処理仕様書として登銀される｡

各パターンで作成できる処理の種類を以下に示す｡
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(a)対 話

(i)業務振り分け

(ii)問い合わせ

(iii)ファイル更新

(iv)ファイル更新と帳票出力

(Ⅴ)データエントリ

(b)ファイル作成･更新パターン(バッチ)

(i)ファイルの分配と抽出

(ii)ファイルの集計と照合

(iii)ファイルの更新とレコード追加

(iv)帳票出力

(Ⅴ)｢ファイル更新しながら帳票出力する+などの複合

形

(C)マッチングパターン(バッチ)

(i)入力ファイル2本の照合(1:N)

(ii)ファイル照合時のエラーリストの出力

(6)処理仕様書編集

処理構成定義によって自動生成された処理仕様書の疑問符

(?)部分を追記したり,修正したりしながら処理仕様書を完

成させる｡既存の処理仕様書を更新する場合も,処理仕様書

編集機能で行う｡

(7)翻 訳

編集した処理仕様書を翻訳することで,各定義情報(処理,

ファイル,画面,帳票,バッチ帳票)から,実行形式プログラ

ムを生成する｡

3.2 簡易仕様定義(自動作表)による開発

本機能は,EAGLE/4GLの通常のプログラム開発をより簡

単にするものである｡開発対象は,ファイル内容を直接印字

するような一覧表や,小計や合計を印字するような集計表を

出力するプログラムであり,図5に示す入出力構成であるこ

とが条件である｡

通常の開発と簡易仕様定義による開発の比較を図6に示す｡

簡易仕様定義ほ,入出力構成およびバッチ帳票のフィール

ド情報を与えることで,簡易仕様書,処理仕様書,バッチ帳

票仕様書を生成する｡生成した処理仕様書は完成したもので

入力ファイル

占二]←
l

バッチ帳票

参照ファイル

図5 簡易仕様定義(自動作表)の入出力構成 この人出力構成で

あれば,簡易仕様定義(自動作表)による開発が行える｡
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あるため,そのまま翻訳すれば実行形式プログラムを作成す

ることができる｡通常の手順では,プログラム変更時,処理

仕様書およびバッチ帳票仕様書の変更が必要であり,翻訳失

敗によるフィードバックが考えられる｡しかし,本機能を使

用すると簡易仕様書の変更だけで,目的のバッチ帳票仕様書

および完成した処理仕様書を生成できるため,翻訳に失敗す

ることはか､｡以上のメリットから,簡易仕様定義は通常の

EAGLE/4GLによる開発作業をさらに削減し,信頼性の高い

開発作業を実現できる｡

簡易仕様定義(自動作表)機能による開発の一例を挙げて各

画面の説明をする｡画面の流れを図7に示す｡

(1)入出力構成画面

入力ファイル,参照ファイル,出力する帳票の1ページの

行数および1有の字数を指定する｡

(2)インデクス選択画面

表示されたインデクスから入力ファイル,参照ファイルか

らデータを読み込むときに使うインデクスを選択する｡

(3)フィールド選択画面

表示されたフィールドから,使用日的に応じた記号を順序

欄に指定するノ｡指定する記号を表1に示す｡

(4)フィールド定義画面

フィールド選択画面で選択されたフィールドが,指定した

情報(順序,行数)に従い並び替えられて表示される｡表示さ

通常の開発

システム設計 プログラム設計･作成

面 画 定 義

帳 票 定 義

パッチ帳票定義

DB･ファイル定義

処理構成定義

㌔ 皿

各仕様書

t

翻 訳

仕様書出力

ク

ク

運用･保守

実行形式
プログラム

§も

保守ドキュメ

ント

簡易仕様定義(自動作表)による開発(帳票設計と処理仕様書編集が不要)

システム設計

DB･ファイル定義

プログラム設計･作成

簡易仕様定義 翻 訳 ⇔

運用･保守

㌔
¢

各仕様書

実行形式
プログラム

注:--(作業の流れ),=ラ(データの流れ)

図6 EAGLE/4GLの開発手順とデータの流れ EAGLE/4GLによる
開発方法はことおりある｡どちらかの方法でプログラムを開発する｡
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IO 事半米**米♯ポ♯羊♯事東光入出力構成(自動作表)*半*♯暮東*f**米*兼 URIAGE
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Hl

2

8A Il 得意先コード B3

E(A:3)

K(酎〕)

X(8B)

卓H*噂E,S3,SR,E(A:6)

月2 8K R2 番号

Hl 旬L R2 得意先名

1 貞D Il 商品コード

2 申F Rl 商品名

3 阜E 11 完上赦量

S ㊥B Il 地域コード

S 卓C Il 通番

S 8G Rl 商品コード

S 8H Rl 単価

S 阜Ⅰ R2 地域コード

S

4

臥J R2 通番

金額

S 実利益 卓H*卓E*0.8-5000,SR,E(A:6)

==〉(3) (1～3)

(眺)100

合計(Sl.S2,S3,ST,SR) 平均(Al,A2,A3,AT,AR)

改ページするブレークレベル

入力レコード選択条件 ==〉

ブレークキー(Bl,B2,83)

コマンド(

前画面 PA

9

行画面 順

終了

割込

フィールド定義画面

図7 簡易仕様定義(自動作表)の画面遷移

きる｡

◇

◇

ID 半本*米♯氷水半*半半東東 インデクス選択(自動作表) *米*書*兼♯♯*羊羊 URIAGE

選

択

接頭

語

インデクス名 フィールド名

RI

RI

R2

R2

SCODEI

SNAHEI

TCODEI

TCHARGE

商品コード

商品名

地域コード

担当者名

コマンド(

次画面 前画面 PA

9

行画面 順

鮨了

割込

インデクス選択画面

◇
ト､s ***#*******キ フィールド選択(日動作表)**♯*半本半*幕**兼 Ulり八川

順 才テ例 接頭 レペ 人ノJファイルと参照ファイル 用件 式さ 操勉

序 赦 示 顔 ノレ のヘッダ(ブイ)ルド名)

Hl

2

削

11 01 売上レコード

史′ナ: 2

ll ()2 得点先コード

S 鮒 11 ()l 地域コード

S 解二 11 り3 通番
_丈′ナ:

:与

l 軌 11 n2 繭-V-コード 文′‡二 :i

二i

`J

色i(

針'

ll (12 完1二教生 パック

漢乍

i

5

代l l)】 商品マスタレコ･一ド

代1 02 商品名

S 鮎 Rl 02 商品コード 文一㌢: 5

S

S

卓H

β1

Rl ()2 単価 バック

史'～二

ト

MZ nl 得意先マスタレコⅦ･ド

HZ 02 得意先コード

R2 0こI 地域コード

S 韓+ RZ 0:5 通名 史′戸: l

H2 割く lくZ 02 番iナ ゾーン 1

lll 卓I H2 02 得意先タ】 叔′ン: 4

コマンド(

次由血 前曲血 lJA

F〕

†紳油i 順

解/

刷込

フィールド選択画面

目的プログラムの情報を入力あるいは選択し,生成･翻訳することで実行形式プログラムを作成で

表1 フィールド選択 使用目的に応じた記号を順序欄に指定する｡

順序欄に指定する記号 フィールドの使用目的 備 考

Hl～H9 ●頭書きとして帳票に出力する｡ 記号中の数字は.そのフィールドを帳票に出力する場合,

左から何番目に配置するかを表す｡l～99 ●明細,または明細と脚書きとして帳票に出力する｡

S

●脚書きとして帳票に出力する｡ 脚書きに出力したい場合,フィールド定義画面で合計(S3,

●帳票に出力しないで,式の要素,ブレークキー, S2,Sl,ST,SR)および平均(A3,A2,Al,AT,AR)を指定

キー値フィールドとして使用する｡ する｡

れたフィールドに対して,順序･行数･帳票のヘッダを更新

し,式･ブレークキー･合計･平均･キー値フィールド･編

集形式を定義する｡また,新しくフィールドを追加すること

もできる｡

以上の情報を入力し,生成･翻訳することで実行形式プロ

グラムを作成できる｡実行出力結果を図8に示す｡

巴 EAGLE/4GLの生産性

EAGLE/4GLの生産性を評価するため,受注･販売管理シ

ステムをEAGLE/4GLとCOBOLの両方で記述実験した｡

プログラムの内容は,受注データの入力や発注商品一覧表,

売上日報印刷処理など仝9本である｡ただし,EAGLE/4GL

とCOBOLの定義部分は同等であるため,手続き部(Procedure
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開始位書を捕える

繚麓先免上リスト

.樽勅･コード
洲柁 番号 王¢ZO

繊毛 窮鵬

帝展ヨード 商品名

曲1 射打シャツ

A舵 スカート

l朋 ハンカチ

トー
+

内始位モを鮨える

8昨年月手相

終了位官を据える

｢ ｢
萄土税 金額

l¢ ほ8.帥

才 一20,鵬0

1柵 紬,細

か合計 苫紬,008

捨金軒 8恥卿

実朝拗魯新 郎ネ,00な

甜

A:表題,目付け,ページ

B:頑さき

C:明細

D:肘書き

図8 バッチ帳票出力例 図7で作成した目的プログラムの出力結

果である｡

表2 EAGLE/4GLの生産性 受注･販売管理システムをEAGLE/4GL

とCOBOLの両方で記述した結果である｡

項番 パターン
手続部記述量

比率
COBOL 4GL

l バッチ 96 1t l/9

2 パッチ 】l 0

3 バッチ 59 6 l/10

4 パッチ l13 10 lハl

5 バッチ 2】 l りZl

6 バッチ 48 9 l/5

7 対 話 Z32 7Z り3

8 対 話 197 72 り3

9 対 話 l16 43 り3

注:開発ステップ数

バッチパターン;去に減少
対話パターン;÷に減少

Division)だけのステップを対象として評価した｡

評価結果を表2に,発注商品一覧表印刷処理のソースリス

トを図9に示す｡

この記述実験で,EAGLE/4GLの記述量はCOBOLに比べ,

バッチ処理で去,対話処理で‡となった｡

田 鹿 言

EAGLE/4GLでは,プログラム形態に応じたパターンを用

いて実行形式プログラムを自動生成する｡この結果,今まで

の第3世代言語でのプログラムの作成やデバッグに要してい

た工数が削減され,併せて信頼性の高いプログラムを作成で

きる｡

以上のことから,EAGLE/4GLを業務に適用することによ

り,業務プログラムの生産性は飛躍的に向上する｡
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0()

009400

009500

009600

009700

009800

009900

01 TITLE-SPACE

PROCEDしRE

OPEN 川PUT

OUTPUT

トO

ACCEPT 日付

DIVISTON.

HSOR｢卜FD

HATCHUlj-FD

い王ATCトIUU-Fl)

Fl10M DATF

010000 AT EN口 MOVE'1- TO FLAG

010100 END-REAl)

010ZOO PE肝ORM主処理THRU
OlO300 UNT几(FLAG=,1リ
010400 CLOSE HSORT-FD

OlO500 HATCHUU-FD

OlO600 LHATCHUU-Fl)

010700 STOP RUN.

010阜00=●●●=●●=■●==●事●事

010900主処理.
011000 MOVE商品コード
011100

011ZOO

Ol1300

011400

011500

011600

011700

011800

0119()0

012000

012100

01Z200

012300

012400

012500

012600

012700

012名00

012900

013000

013100

013200

013300

013400

013500

013600

013700

013800

013900

01J1000

014100

014200

014300

READ LHATCHUU-FD

COMPUTE仕入数量

MOVE仕入数量TO

主処理一終リ

主処理

OF 日SORT一尺EC

TO商品コード OF LHATCHUU-REC

三最高在庫数丑OF uSORトREC

一現在庫数量
OF HSORT-REC

予約在庫数量OF LHATCHUU-REC

尺EWRITE LHATCHUU-REC

MOVE仕入先名OF LHATCHUし-REC

TO仕入先名OF MEISAト尺EC

MOVE仕入先電話番号TO電話番号
MOVE商品名OF LRATCl】UU-REC TO商品名OF MEISAトREC

MOVE商品コードOF LHATCHUU-REC

TO商品コードOF ME!SAトREC

MOVE色OF HSORトREC TO色OF MEISAト肝C

MOVE現在座敷量OF LHATCHUU-REC TO在庫数量
MOVE‾安全在庫数量OF LRATCRUU-REC

TO安全在庫数量OF MEISAトREC

IF L川E-COUNT 〉･17

THEN

COMPl+TE PAG[卜CNT

MOVE PAGfミーCNT

URITE HATCHUU-REC

URITE HATCllUU-RI三C

リRITE HATC臼UU-REC

= PAGE-CNT ＋1

TO ページ

FROM TITLE-SPACE

FI10M TITLE-RECI

FROH TITLt≡一REC2

MOVE O TO LIIE-COUNT

EN8-IF

URITE HATC臼リレREC

AFTER 2

COMPUTE L川E-COUNT

READ HSORトFD

AT ENDトtOVE'1'

E＼ローREAD.

主処理一終り.
EX工T.

♪■ROM MEISAトRt三C

= LINE-COじNT ＋

TO F】.AG

AFTER PAGE

AFTt≡R 2

AFTERJl

COBOLの記述

商品名
003400 0Z 色
003500事

003600……･…‥●==●=●●●-●=●事==一書=●●=●===●●==一‥..‥.◆……

003700手続き
003800･･●･==暮==●暮◆●事●===●====●■======.‥..”……‥書‥

003900書

004000項目加工処理 U卜更新加工
004100●

004200 匿璽 Ul.予約在庫数量 く--

004300

004400暮

004500項目加工処理
004600書

004700 転記
004800 転記
004900●

005000項目加工処理
005100●

0(】5200

005300

005400

005500

005600

005700

005月00

005900

006000

日一年ーー致加エ

Ll･日付 く-- 匡亘頚
Ll.PAGE く-- @ページ招集

8-キーー敦加工

Ll.仕入先名 (=

Ll.電話番号 (=

色

Ll.商品名 く… 商品

記
記
記
記

転
転
転
転

Ll.商品コー
Ll.仕入数量

Ll.在庫数量

Ll.安全在庫数量

Il.

く一一Il.商品コード
く一一 『TT亨■荷電雇覇

.現在庫赦

⊂コ:記述部分

量

EAGJE/4G+の記述

図9 発注商品一覧表印刷処理ソースリスト 手続き部は,COBOL

で48ステップ,EAGLE/4GLで9ステップ〔疑問符(?)が出力されたステッ

プ〕のコーディングが必要である｡

今後,EAGLE/4GLの適用結果をフィードバックし,生産

性向上への要件を積極的に反映していく考えである｡
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